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論

説人

類

学

の

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で

出

会

っ
た

「
衣

・食

」
民
俗

韓

敏

は
じ
め
に

　
民
俗

は

一
般
に
民
間
に
伝
わ
る
古

い
信
仰

・
風
俗

・習
慣

の
こ
と

と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
地
域

・
時
代

・
民
族

に
よ

っ

て
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持

つ
と
さ
れ
る
。

　
中
国

に
お

い
て
今
で
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
古

い
こ
と
わ
ざ
が

い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム　
　

よ
う
に
、
「
五
里
不
同
風
、
十
里
不
同
俗
」　
　

民
俗
は
、
五
里
ご
と
、

十
里
ご
と
に
異
な
る
。
中
国
人
は
早
く
か
ら
地
域

に
よ
る
民
俗
の
違

い
に
気

づ
き
、
民
俗
と

い
う
言
葉
は
古
く
か
ら
文
献

の
中
に
登
場
し

て
き
た
。
た
と
え
ば

『礼
記

・
縞
衣
』

の
中
に
は
、
「故
君
民
者
章

好
以
示
民
俗
」

(故
に
人
民
を
治
め
る
も

の
は
、
自
分

の
好
む
と
こ

ろ
を
明
ら
か
に
し
て
、
人
民
に
生
活
上
の
規
範
を
示
す
)
と
い
う
記

述
が
あ
る
。
ま
た

『韓
非
子

・
解
老
』
の
中

に
は
、
「獄
訟
繁
則
田
荒
、

田
荒
則
府
倉
虚
、
府
倉
虚
則
国
貧
、
国
貧

則
民
俗
淫
修
」

(訴
訟
や

裁
判
が
多
け
れ
ば
、
田
畑
が
荒
れ
、
田
畑
が
荒
れ
れ
ば
、
生
産
が
少

な
く
て
国
の
貯
蔵
が
尽
き
、
そ
う
な
れ
ば
国

は
貧
し
く
、
人
民
の
風

俗
習
慣
が
軽
薄
と
な
る
)
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
前
者
の

"民
俗
"

は
、
生
活
上
の
規
範
を
表
す
意
味
で
あ
り
、
今
日
の

"民
俗
"
と
少

し
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。
後
者
は
、
民
間

の
習
俗
と
し
て
の
意
味
合

い
を
す
で
に
持

っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
日
本

に
お

い
て
も
、
民
俗
は
中
国
語
と
同
じ
く
民
間
の
習
俗
と
い

う
意
味
合

い
で
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。
中
国
語
と
日
本
語

の
民

俗
に
当
た
る
英
語
は

h。
涛
2
ω8
ヨ
あ
る
い
は

h。貯
を
曙
ω
で
あ
る
。

　
民
俗
学
は
、
独
立
し
た
学
問
と
し
て
前
世
紀
に
初
め
て
イ
ギ
リ
ス

に
誕
生
し
た
。

一
八
四
六
年
、
後
に
イ
ギ
リ

ス
民
俗
学
協
会

の
創
始

人類 学の フィール ドワー クで出会った「衣・食」民俗IOg



者

の

一
人
と
な

っ
た

を
」
°
↓
ぎ
ヨ
ω
が

h。蒔

(特
定

の
人

々
)
と

一。
諾

(学
問
、
知
識
、
伝
説
、
伝
承
)
を
組
み
合
わ
せ
、
閃
。
匿
。
「Φ

(島
Φ
8

「Φ
o
h
9
Φ
℃
①o
豆
①)
と
い
う
表
現
を
使

っ
て
、
そ
れ
ま
で
に

流
行
し

て
い
た

o
。
℃
巳
錠

雪
言

仁
三
Φω
に
取

っ
て
変
え
、
民
俗
学
を

表
わ
し
た
。

一
八
七
八
年
、

ロ
ン
ド
ン
に
世
界
で
初
め
て
の
民
俗
を

研
究
す

る
機
関
、
「民
俗
学
協
会
」
(「
o
巨
o
「Φ
の
09
Φ身
)
が
発
足
し
、

会
誌

『フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
レ
コ
ー
ド
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
日
本

の
民
俗
学
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
俗
学
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

二
〇
世
紀
初
頭
に
柳
田
国
男
に
よ

っ
て
創
始
さ
れ
た
。
そ
こ
で
民
俗

は
、
衣
食
住
、
生
産
方
式

・
技
術
、
儀
礼
お
よ
び
遊
戯
な
ど
の
有
形

文
化
、

こ
と
わ
ざ
、
歌
謡
、
伝
説
な
ど
の
口
頭
伝
承
を
含
む
言
語
芸

術
、
民
間

の
好
み
や
信
仰
な
ど
を
含
む
心
意
表
現
、
と

い
っ
た
三

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム　　

の
部
門

に
分
類
さ
れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
。

　
中
国

に
お
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
楊
璽
博
士
が

一
九
世

紀
イ
タ

リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
で
使
わ
れ
て
い
た
民
俗
学
の
表
現
で
あ

っ

た

q
巴
三
。巳
ω日
を
中
国
語
に
訳
し
て

「成
訓
主
義
」
あ
る
い
は

「民

間
成
訓
」
と
し
た
。
後
に
イ
ギ
リ
ス
流
の
民
俗
学
が
主
流
と
な
る
に

つ
れ
、

「民
俗
学
」
と

い
う
表
現
が
定
着
し
た
。
こ
の
民
俗
学

の
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘヨ　

語
は
日
本
語

の
訳
語
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る

民
俗
学

の
発
端
は

一
九
二
〇
年
代
、
北
京
大
学

の
歌
謡
研
究
会

(
一

九
二
〇
年
)
、
風
俗
研
究
会

(
一
九
二
一二
年
)
、
方
言
研
究
会

(
一
九

二
四
年
)

の
成
立
お
よ
び

『歌
謡
週
刊
』

の
発
刊

(
一
九
二
二
年
)

　
　
ム　
　

に
遡
る
。
後
に

一
九
二
七
年

一
一
月
、
広
東
省
に
あ
る
中
山
大
学

で

中
国
で
初
め
て
の

「民
俗
学
会
」
が
設
立
さ
れ
、
以
来
、
口
頭
伝
承
、

庶
民
の
生
活
と
文
化
を
中
心
に
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。

　
前
述
し
た
よ
う

に
、
民
俗
学
は
、
国
に
よ
っ
て
研
究
の
重
点
が
多

少
異
な
る
が
、
そ
の
共
通
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
民
族
ご
と
に
、
古

い

習
慣
、
行
事
、
信
仰
、
民
謡
、
こ
と
わ
ざ
な
ど
を
研
究
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
自
民
族

の
日
常
生
活
文
化

の
歴
史
を
再
構
成
し
よ
う
と
す

る
点

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ムら　

　
文
化
人
類
学

(以
下
、
人
類
学
)
は
、
人
間

に
つ
い
て
の
総
合
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム　
　

研
究
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
世
界
の

民
族
と
文
化

・
社
会
を
比
較
し
、
人
類

の
文
化

・
社
会
の
機
能

・
構

造
や
進
化

・
歴
史
、
そ
の
共
通
性
と
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
学
問

で
あ
る
。
人
類
学
は
、
こ
れ
ま
で
、
個
別
民
族

の
民
俗
を
ま

っ
た
く

無
視
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
民
俗
を
直
接
研
究
の
対
象
と
は

し
な
か

っ
た
。
民
俗
学
が
、
広
範
な
社
会

コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
抽
象

し
た
口
頭
伝
承
、
庶
民

の
日
常
生
活
と
年
中
行
事
な
ど
の
伝
統
的
テ

キ
ス
ト
と
実
践
を
研
究
の
目
的
と
し
、
自
民
族

の
日
常
生
活
史
を
再

構
成
し
よ
う
と
す
る
の
と
違

っ
て
、
「人
類
学
は
逆

に
全
体
的
に

い

え
ば
、
文
化
と
社
会
構
造
を
説
明
す
る
根
拠
を
見

つ
け
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
へ　　

民
俗
を
研
究
し
て
い
た
」
。

　
人
類
学
者
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
な
う
時
に
、
避
け
よ
う
と

思

っ
て
も
必
ず

い
つ
か
ど
こ
か
で
民
俗
と
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
人

類
学
を
研
究
す
る
人
間
と
し
て
、
民
俗
は
自
分

の
研
究
に
と

っ
て
ど

の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持

つ
の
か
?
　

こ
れ
ま
で
の
人
類
学

の
よ
う

IIO



に
、
民
俗
を
、
た
だ
文
化
と
社
会
構
造
を
説
明
す
る
た
め
の
根
拠
と

し
て
利
用
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
?
　
ど
の
よ
う

に
扱

っ

た
ら
よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
?
　
私
は
、
人
類
学

の
ブ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
始
め
る
前

に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
は

な
か

っ
た
。

一
九
八
九
年

一
〇
月
か
ら
九

一
年
四
月
ま
で
、
東
北
地

域

の
漢
民
族
出
身

で
あ
る
私
は
、
南
に
約

一
五
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
安

徽
省
北
部
の
同
じ
漢
民
族
居
住
地
域

で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
集

中
的
に
行
な

っ
た
時
、

い
ろ
い
ろ
と
地
元
の
民
俗
と
出
会

っ
た
。
本

論
文

で
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
会

っ
た

「衣

・
食
」
民
俗
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
人
類
学
に
と

っ
て
の
民
俗

の
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。

安
徽
省
北
部
の
冬
の
靴

マ
オ
ウ
オ
ズ

毛
窩
子

　
安
徽
省
北
部
は
、
准
河
よ
り
北
の
平
原
地
域
を
指
し
て
、
宿
県
地

区
、
阜
陽
地
区

の
南
部
、
准
北
市
と
蛙
埠
市
を
含
む

(図

1
)
。
地

元
で
は
、
安
徽
省
北
部
と

い
う
よ
り
、
准
北
、
あ
る
い
は
准
北
平
原

と
呼
ん

で
い
る
。
こ
こ
は
、
紀
元
前

=
二
二
年
に
黄
河
が
南
下
し
て

氾
濫
し
た
こ
と

に
よ

っ
て
、
平
原
と
、
少
し
の
丘
陵
と
台
地

の
地
形

が
形
成
さ
れ
た
。
黄
河
氾
濫
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
黄
土
高
原
の

物
質
は
、
ア
ル
カ
リ
分
を
多
く
含
む
た
め
、
こ
こ
を
ア
ル
カ
リ
の
土

壌
に
し

て
し
ま

っ
た
。

　
安
徽
省
北
部

の
宿
県
地
区

で
二
ヵ
月
ほ
ど

の
予
備
調
査
を
終
え

て
、
私
は
九
〇
年

一
月
か
ら
、
宿
県
地
区
薫
県
馬
井
区
に
あ
る
知
人

の
実
家

の
村
で
本
格
的
な
住
み
込
み
調
査
を
始
め
た
。
そ
の
ほ
か
、

宿
県
地
区
の
宿
県
三
八
郷
と
蛙
埠
市
の
固
鎮
県
湖
溝
鎮
に
お
い
て
短

期
調
査
を
行
な

っ
た
。

　
調
査

の
狙
い
は
、
長
い
歴
史

の
中
で
形
成

さ
れ
て
き
た
農
民
社
会

の
社
会
組
織
と
文
化
が
、
社
会
主
義
近
代
国
家

の
成
立

の
過
程
に
お

い
て
、
如
何
に
変
化
し
た
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の

た
め
、
六
百
年
に
わ
た

っ
て
地
域
化
さ
れ
た
李
氏

一
族
を
対
象
と
し
、

　
　
　
　
　
　
ム　　

家
族
構
造
、
宗
族
、
姻
戚
関
係
及
び
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
儀
礼
に
焦
点

を
絞

っ
て
考
察
を
行
な

っ
た
。

　
調
査
地

の
瀟
県
は
北
緯
三
三
度
五
六
分
か

ら
三
四
度
二
九
分
の
間

に
位
置
す
る
。
こ
こ
は
紀
元
前
二

一
世
紀
に
は
、
す
で
に
薫
国
と
な

一人類学の フィール ドワー クで出会 った「衣 ・食」民俗
III一



っ
て
お
り
、
春
秋
時
代
に
入
る
と
、
瀟
国
が
滅
び
、
宋
に
従
属
す
る

よ
う
に
な

っ
た
。
秦
代
に
薫
県
が
設
け
ら
れ
、
以
来
、
唐
、
宋
、
元
、

明
、
清

代
を
通
し
て
、
ず

っ
と
徐
州
に
帰
属
し
て
き
た
。

一
九
五
五

年
、
薫

県
は
江
蘇
省
の
徐
州
か
ら
、
安
徽
省
の
宿
県
地
区
に
帰
属
を

変
え
、
そ
の
後
、

一
九
八
五
年
現
在
ま
で
、
瀟
県
は
三

つ
の
鎮
と
十

の
区
、
七
四

の
郷
を
擁
し
て
い
る
。
人
口
は
九

八
・
八
万
人
で
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　　

の
う
ち
農
業
人

口
は
九
五
二

%
を
占
め
る
が
、
人
口
の
構
成

の
み

な
ら
ず
農
工
業
の
総
生
産
高
か
ら
見
て
も
、
薫
県
は
農
業
県
と
い
え
る
。

　
滞
在

し
た
李
家
楼

(仮
称
)
村
は
薫
県
の
県
城
よ
り
西
北
に
約
四

〇
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

一
九
九

一
年
四
月
現
在
、
村
の
人

口
は
三
〇

一
人

で
、
七
八
世
帯
あ
る
。
こ
の
地
域

の
多
く

の
村
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ムい　

じ
よ
う

に
、
同
村
は
同
じ
父
系
血
縁
集
団
か
ら
な
る
単

一
宗
族
村
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
村
人
全
員
が
共
通
祖
先
か
ら

の
父
系
出
自

の
子
孫

で
あ
る
。

一
四
世
紀
明
朝

の
初
期
、
皇
帝
朱
元
璋

の
勅
命
に

よ

っ
て
、
李

一
族

の
先
祖
が
山
西
省

の
洪
洞
県
か
ら
江
蘇
省

の
銅
山

県
に
移

り
、
そ
の
後
約
三
百
年
前
に
、

一
部
の
李
姓
が
現
在

の
所
に

移
住
し

て
き
た
。
こ
こ
は
黄
河
下
流
に
位
置
し
、
し
か
も
、
南
北
を

貫
く
交

通
の
要
地
で
あ
る
た
め
、
歴
史
上
自
然
災
難
や
戦
争
が
頻
発

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
状
況
が
こ
の
地
域

の
貧
困
と
宗

族

の
結

束
を
特
徴

、つ
け
て
い
た
。
現
在
、
李
姓

の
父
系
血
縁
集
団
は

五
つ
の
セ
グ
メ
ン
ト
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
系
譜
上
の
関
係
は
非
常

に
は

っ
き
り
し
て
い
て
、今
で
も
明
朝
か
ら
の
族
譜
を
も

っ
て
い
る
。

　
李
家

楼
村

一
帯

の
生
業
は
、
小
麦
、
大
豆
、
サ

ツ
マ
イ
モ
及
び
綿

花
を
中
心
と
す
る
輪
作
農
業
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
綿
花
と
小
麦

の

質
が
特

に
良

い
と
さ
れ
て
い
る
。
薫
県
は
政
府

に

「優
質
綿
花
輸
出

県
」
と

「小
麦
の
優
秀
な
商
品
糧
生
産
基
地
」
と
し
て
指
名
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
に
李
家
楼
村

で
は
梨
、
葡

萄
、
桃
も
栽
培
し
て
い

る
。
春
に
な
る
と
、
青
空

の
下
の
広
々
と
し
た
麦
畑
は
、
濃

い
緑

の

絨
毯

の
よ
う
に
地
平
線
ま
で
伸
び
て
い
く
。
そ
し
て
黄
色

の
菜
の
花

や
白

い
梨

の
花
や
ピ

ン
ク
色

の
桃

の
花
が
カ

ラ
フ
ル
な
宝
石
の
よ
う

に
緑

の
絨
毯
の
中
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、
通
り
か
か
る
人
々
の

心
を
魅
了
す
る
。
李
家
楼
村
は
安
徽
省
北
部

、
准
北
平
原
の
イ
メ
ー

ジ
を
も

っ
と
も
よ
く
現
わ
し
て
い
る
村
落

の

一
つ
と

い
え
る
。

　
こ
こ
の
冬

の
気
温
は
、
平
均

マ
イ
ナ
ス
ニ
度
で
あ
り
、
東
北
の
冬

と
違

っ
て
、
時
に
は
雨
が
降
り
、
し
か
も
多

く
の
場
合
、
長
雨
と
な

る
。
寒
く
て
じ
め
じ
め
と
す
る
上
に
、
舗
装
し
て
い
な
い
田
舎
の
道

は
ど
こ

へ
行

っ
て
も
ひ
ど
く
ぬ
か
る
ん
で
歩

き
に
く

い
。
も

っ
て
い

っ
た

ス
ニ
ー
カ
ー
は
、
す
ぐ
濡
れ
て
し
ま

っ
た
。
オ
ン
ド
ル
も
ス
ト

ー
ブ
も
な
い
部
屋
は
、
外
よ
り
も
寒
か

っ
た
。
東
北
出
身

で
、
寒
さ

に
強

い
と
思

っ
た
私
で
あ

っ
た
が
、
お
手
上
げ
の
状
態
だ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

マオ
ウオズ

　
こ
の
と
き
、
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
が
私
に

一
足

の
「毛
窩
子
」
(写
真

1
)

を
持

っ
て
き
て
く
れ
た
。
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
も
な

い
妙
な
靴
で
あ

っ
た
。

　
「毛
窩
子
」

の
底
は

一
枚

の
厚

い
木
を
彫

っ
て
で
き
て
い
た
。
足

の
つ
ま
先
と
踵
に
あ
た
る
部
分
は
、
低

い
も

の
は

一
～
ニ
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
、
高

い
も

の
は
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
る
。
靴

の
甲
の
部
分
は
麻
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と
葦

の
花
か
牛
の
毛

で
編
ん
で
あ
り
、

丁

五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
厚

さ
が
あ

る
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
は
こ
う
説
明
し
た
。

　
「
こ
の
毛
窩
子
は
、
実

に
暖
か

い
の
よ
。
冬
場
が
ど
ん
な
に
寒
く

て
も
、
ど
ん
な
に
雨
が
降

っ
て
い
て
も
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
」
。

　
私
は
半
信
半
疑
で
履

い
て
み
た
。
履

い
た
最
初
の
瞬
間
は
、
足
が

木

の
靴

の
中

に
在
る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
硬
く
て
重
た
か

っ
た
。

進
も
う
と
思

っ
て
も
な
か
な
か
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
に
く

い
。
し
か
し

濡
れ
た

ス
ニ
ー
カ
ー
は
ま
だ
乾

い
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
仕
方
な
く

我
慢
し

て

「毛
窩
子
」
を
履
き

つ
づ
け
た
。
二
日
目
に
な
る
と
、
や

っ
と
少

し
バ
ラ
ン
ス
よ
く
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
数
日
後
、
私
は

村
人
と
同
じ
よ
う
に

「毛
窩
子
」
を
履

い
て
村

の
あ
ち
こ
ち
を
自
由

に
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
な

っ
た
。
慣
れ
る
と
、
最
初
の
硬
く
て
重

た
い
感
覚
が
ま

っ
た
く
な
く
な
り
、
た
だ
暖
か
さ
だ
け
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
「毛
窩

子
」
の
厚

い
靴
底
は
、
足
を
ぬ
か
る
ん
だ
地
面
か
ら
守
り
、

ま
た
麻

の
糸

で
で
き
た
厚

い
靴

の
甲
は
足
を
寒
さ
か
ら
守
る
の
で
あ

る
。
「毛
窩
子
」
は
冬

の
ブ
ー
ツ
で
あ
り
、
雨
の
日
の
雨
靴
で
あ
る

と
い
え

る
。
だ
か
ら
、
冬

の
寒

い
日
、
雨
の
日
に
な
る
と
、
こ
の
地

域

の
農
村
で
は
、
歩
く
よ
う
に
な

っ
た
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

男
女
間
わ
ず
ほ
と
ん
ど

の
人
が
こ
の
靴
を
履
く
の
で
あ
る
。

　
「毛
窩

子
」
を
作
る
の
は
力
の
要
る
仕
事
な
の
で
、主

に
男
が
や
る
。

父
親
に
な
る
男
な
ら
、
誰
で
も
で
き
る
。
ま
ず
は
、
木
を
探
し
て
き

て
、
の
こ
ぎ
り
で
木
材
を
切
り
、
斧
あ
る
い
は
な
た
で
形
を
整
え
、

か
ん
な
を
か
け
て
靴
底
を
作
る
。
ど
の
木
で
も
よ
い
と
さ
れ
る
が
、

よ
く
使
わ
れ
る
の
は
柳
の
木
ら
し

い
。
靴
底

が
で
き
た
ら
、
今
度
は

靴
底

の
縁
辺
り
に
穴
を
あ
け
て
、
麻
の
糸
を
通
し
て
上
に
向
か

っ
て

葦
の
花
か
牛
の
毛
を
入
れ
て
編
む
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
材
料
で
細

か
く
編
ん
だ
靴

の
甲
は
、
水
と
寒
さ
に
非
常

に
強

い
。
器
用
な
男
な

ら
半
日
で
出
来
上
が
る
。
ど

の
村
も

「毛
窩

子
」
を
作
る
名
手
が
い

て
、
彼
ら
は
当
然
村
人
か
ら
尊
敬
を
受
け

て
い
る
。

　
こ
の

「毛
窩
子
」
を
履
く

の
は
薫
県
だ
け

で
は
な
く
、
安
徽
省
北

部
、
准
北
平
原
全
体

に
共
通
し
て
み
ら
れ
、
そ
れ
以
外

の
地
域
で
は

見
ら
れ
な

い
風
習
で
あ

る
。
「毛
窩
子
」
を
履
く
慣
習
は
い
つ
頃
か

ら
始
ま

っ
た
の
か
は
誰
に
聞

い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
文
献

に
も
書
か

れ
て
い
な
い
。
だ
が
人
々
は
自
分
た
ち
の

「毛
窩
子
」
を
非
常
に
自

慢
し
て
い
る
。

　
同
じ
漢
民
族
出
身

で
あ

っ
て
も
、
東
北
出
身

の
私
に
と

っ
て
は
、

「毛

窩

子
」

は
非
常
に
不

思
議
な
存
在

で
あ

っ
た
。

私
は
こ
の
不

思
議
な
出
会

い
を
准
北
平

原
の
民
俗
と

し
て
受
け
取

っ
た
。
つ
ま

写真1　 「毛窩子」を履いた村人(1990年)
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り
、
「毛
窩
子
」
を
履
く
慣
習
は
、
今
ま
で
自
分

の
暮
ら
し
て
き
た
、

あ
る
い
は
行

っ
た
こ
と
の
あ
る
他

の
漢
民
族
地
域
で
は
、
見
た
こ
と

の
な

い
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ふ
と
気
付

い
た
の
は
、

民
俗
が
民
俗
と
し
て
成
り
立

つ
の
は
、
他
者
と
比
較
し
て
独
特
だ
か

ら
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
お
正
月
に
爆
竹
を
鳴
ら
す
の
は

漢
民
族

の
民
俗
だ
と

い
え
る
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
族

や
モ
ン
ゴ
ル
族
と

比
べ
て
、
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
私
の
生
ま
れ
育

っ
た
藩
陽
も
、
お

正
月
に
爆
竹

の
音
が
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
爆

竹
を
鳴

ら
す
の
は
藩
陽

の
民
俗
と
は
言
え
な

い
。
藩
陽
に
し
か
な

い

慣
習
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
民
俗
と
は
、
相
対
的

な
も
の
で
、
他
者
が
あ

っ
て
の
民
俗

で
あ
り
、
普
遍
性
に
対
し
て
の

特
殊
性

で
あ
り
、
一
般
性
に
対
し
て
の
多
様
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
「毛
窩

子
」
と

の
出
会

い
は
、
私
と
非
調
査
対
象
と
の
関
係
を
目

に
見
え

る
形

で
教
え
て
く
れ
た
。

つ
ま
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー

は
非
調
査
対
象
の
中

の

一
員
で
あ
る
と
当
時
に
、
ま
た
彼
ら
に
と

っ

て
他
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
当
た
り
前

の
こ
と
で
あ
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
は
時
に
は
調
査
対
象
者
と

一
体
化
し
、
彼
ら

と

一
緒

に
野
良
仕
事
を
し
、

一
緒
に
市
場
に
行

っ
て
取
引
を
し
た
り

す
る
が
、

一
方
、
時

々
部
外
者
に
戻
り
、
彼
ら
の
喧
嘩
を
野
次
馬
の

よ
う
に
冷
淡
に
眺
め
た
り
、
彼
ら
か
ら
距
離
を
置
い
て
観
察
す
る
必

要
も
あ

る
。

一
体
化
が
な
け
れ
ば
、
被
調
査
対
象
の
社
会
内
部
の
仕

組
み
や
、
彼
ら
の
行
動
を
支
配
す
る
も
の
の
考
え
方
が
理
解

で
き
な

く
な
る
。
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
も
し
調
査
対
象
者
と
た
だ
完
全
に

一

体
化
す
る
だ
け
で
、
他
者

で
あ
る
立
場
を
忘

れ
て
い
た
ら
、

フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
カ
ー
は
非
調
査
対
象
を
相
対
化
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
な
り
、

木

が
見

え

る
が
、
森

が
見
え

な
く
な

る

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

　
「毛
窩
子
」
と

の
出
会

い
が
私
に
目
に
見

え
る
形
で
教
え
て
く
れ

た
も
う

一
つ
の
こ
と
は
、
民
俗
は
人
間
が
自
然
環
境
に
適
応
す
る
結

果
で
あ
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
冬
が
寒
く
て
雪
も
雨
も
降
り
、
沼
地

と
な
り
が
ち
な
准
北
平
原
で
は
、
「毛
窩
子
」
が
人
々
の
足
を
寒
さ

と
水
か
ら
守

っ
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
木

の
靴
と
日
本
の
下
駄
を
連
想
し
た
。
木
の
靴

は
、
海
抜
が
低
く
、
沼

地
の
多

い
国
な
ら
で
は
の
知
恵
で
あ
り
、
下
駄
も
雨
が
多
く
て
湿
気

の
多

い
国
な
ら
で
は
の
知
恵
だ
と
思

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在

の
オ

ラ
ン
ダ
で
は
、
道
路
が
整
備
さ
れ
、
木
の
靴

を
履
く
人
が
た
し
か
に

い
な
く
な

っ
て
は
い
る
が
、
木

の
靴
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
象
徴
と
さ
れ

観
光
の
分
野
で
活
躍
し

つ
づ
け
て
い
る
。

　

一
九
九
六
年
の
夏
、
オ
ラ
ン
ダ
の
民
俗
村

を
見
学
し
た
と
き
、
木

の
靴
を
作
る
工
房
に
出
会

っ
た
。
職
人
が
簡
単
な
機
械
を
頼
り
に

一

本
の
ポ
プ
ラ
の
木
か
ら
靴
を
作
り
、
数
十
分

で

一
足
の
靴
が
出
来
上

が
る
。
工
房
の
隣
は
、
木
の
靴

の
展
示
場
と
売
り
場
と
な
り
、
そ
こ

に
は

い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ズ
の
木

の
靴
と
木
の
靴

の
形
を
し
た
観
光
記

念
品
が
あ

っ
た
。
私
は
記
念
に
、
オ
ラ
ン
ダ
を
象
徴
す
る
木

の
靴
の

形
の
ペ
ン
立
て
を
買

っ
た
。
観
光
客
が
楽
し
そ
う
に
自
分

の
足
の
サ

イ
ズ
に
あ
う
木
の
靴
を
履

い
て
い
た
。
私
も

や

っ
て
み
た
。
履

い
た

感
触
は

「毛
窩
子
」
を
履

い
た
時
と
同
じ
よ
う

に
硬
く
て
、
バ
ラ
ン
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ス
を
と

り
に
く
か

っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
面
を
歩
く
の
は
少
し

無
理
か
も
知
れ
な
い
が
、
沼
地
な
ら
と
思

っ
た
。
木

の
靴
は
、
そ
の

実
用
性

が
な
く
な

っ
て
い
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
の
民
俗
と
し
て
、
そ
し

て
民
族

の
誇
り
と
し
て
観
光

の
土
産
品
と
な

っ
て
人
々
に
記
憶
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
下
駄
も
、
日
常

の
履
物
で
は
な
く
な

っ
て

い
る
が
、
伝
統

の
象
徴
と
し
て
、
現
在
、
礼
装
用
の
履
物
と
変
身
し

て
い
る
。

　
准
北

の
農
村
も
、当
然

い
つ
か
道
路
が
整
備
さ
れ
る
日
が
訪
れ
る
。

そ
の
と
き
、
人
々
は
彼
ら
の

「毛
窩
子
」
を
ど
う
扱
う

の
だ
ろ
う
?

ふ
と
李
家
楼
の
村
人
た
ち
が
よ
く
私
に
言

っ
た
話
を
思

い
出
し
た
。

　
「毛
窩

子
は
、
日
本

で
は
使
え
な
い
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
の
と

こ
ろ
で
し
か
作
れ
な
い
珍
し
い
も
の
だ
か
ら
、

一
足
日
本
に
持

っ
て

い
っ
た
ら
ど
う
?
」

　
民
俗

は
、民
衆

の
自
然
環
境

へ
の
適
応

の
結
晶
で
あ
る
と
同
時
に
、

ま
た
自

分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
も
あ

り
、
彼

ら
の
歴
史
や
ル
ー
ツ
を
示
す
も

の
で
も
あ
り
、
彼
ら
の
誇
り

で
も
あ

る
。
実
用
性
が
な
く
な

っ
て
も
、
民
俗
は
歴
史

の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
観
光
用

の
土
産
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
形
と
な

っ
て
、
民
衆

の
問
で
生
き

つ
づ
け
る
だ
ろ
う
。

二
　
安
徽
省
北
部
の
麺
類
食
品

安
徽
省
北
部
は
稲
作
地
域
で
は
な

い
の
で
、
現
在
、
人
々
の
主
食

は
主
に
小
麦
粉
か
ら
作

っ
た
麺
類
で
あ
る
。
私
の
滞
在
し
た
家
は
、

他

の
農
家
と
同
じ
よ
う

に

一
日

の
三
食

の
主
食

が
麺
類
食
品
で
あ

る
。
朝
食
の
食

べ
物
は
、
大
体

「饅
頭
」
と
サ

ツ
マ
イ
モ
で
作

っ
た

お
粥
、
自
家
製
の
味
噌
と
野
菜

の
妙
め
物
で
あ
る
。
こ
こ
の

「饅
頭
」

は
日
本
の
饅
頭
と
は
違

っ
て
、
中
身
に
は
館
が
な

い
蒸
し
パ
ン
の
こ

と

で
あ
る
。
昼
食

の
食

べ
物
は
う
ど
ん
か

「饅
頭
」
、
野
菜

の
妙
め

物

で
あ
り
、
夕
食

の
メ
ニ
ュ
ー
は
ま
た

「
饅
頭
」、
サ
ツ
マ
イ

モ
粥

と
野
菜
妙
め
で
あ
る
。
米
が
主
食
で
あ
る
私

に
と

っ
て
最
初

の
半
年

は
決
し
て
楽
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
日
が
経

つ
に
つ
れ
て
、
胃
腸
が
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て
き

て
、
麺
類
食
品

の
お
い
し
さ
も
わ
か

っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
米
と
違

っ
て
、
面
類
食
品
の
メ
ニ
ュ
ー
が
実
に
曲豆
富
で
あ
る
こ
と
に
気
、つ
い
た
。

　
村
人
は

一
日
三
食
、
小
麦
粉

の

「饅
頭
」
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を

非
常
に
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
る
。
彼
ら
は

一
九
四
九
年
の
解
放
前

ま
で
は
、
地
主
の
家
で
さ
え
、
家
族
全
員
が
年
中
小
麦
粉

の

「饅
頭
」

が
食

べ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
か

っ
た
と
語

っ
て
い
る
。
貧
し

い
農
家

の
場
合
、
高
梁
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
糠
と
野
菜

を
混
ぜ
て
作

っ
た
団
子

を
よ
く
食
べ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
解
放
後

、
農
民

の
生
活
は
少
し

改
善
さ
れ
た
が
、
今
ほ
ど
裕
福

で
は
な
か

っ
た
。
六
〇
年
代
、
七
〇

年
代
に
は
こ
の
よ
う
な
流
行
り
歌
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
「紅
芋
飯
、

紅
芋
鎮
、
離
開
紅
芋
不
能
活
」

(サ

ツ
マ
イ

モ
の
ご
飯
、
サ
ツ
マ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　　

モ
の
饅
頭
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
な
け
れ
ば
、
生
き
ら
れ
な
い
)
。
八
〇

年
代
に
入

っ
て
、
経
済
改
革

の
実
施
に
よ

っ
て
、
農
民
の
生
活
が
曲豆
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か
に
な
り
、
今
は
年
中
小
麦
粉
の

「饅
頭
」
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
た
。

　
実
は
、
「饅
頭
」
以
外
に
、
主
食

の
メ

ニ
ュ
ー
は
ほ
か
に
も

い
ろ

い
ろ
あ

る
。
よ
く
あ
る
の
は
、
「花
巻
」
「油
餅
」
「葱
油
餅
」
「油
酢

餅
」
「
厚
膜
」
「烙
鎮
」
「鍋
餅
」
な
ど
で
あ
る
。

　
「花
巻
」
は
変
わ
り
形
の

「饅
頭
」
の

一
種

で
あ
る
。
そ
の
材
料
、

発
酵

の
さ
せ
か
た
と
蒸
し
方
は

「饅
頭
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
く
る

く
る
巻

い
た
形

に
な

っ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
巻
き
方
の
組
み
合
わ

せ
方

に
よ

っ
て
多
種
多
様

の
形
の
も

の
が
作
ら
れ
る

(写
真

2
)
。

　
「油
餅
」
は
、
小
麦
粉
を
少
量

の
油
で
こ
ね
て
塩
と
五
香
粉

で
味

付
け
し
軽
く
焼

い
た
も
の
で
あ
る
。
柔
ら
か
く
て
お

い
し
い
。
こ
こ

の

「餅
」
は
、
日
本
の
オ
モ
チ
と
は
ま

っ
た
く
別
物
で
、
小
麦
粉
を

捏
ね
た

の
を
焼

い
た
り
、
蒸
し
た
り
、
煮
た
り
、
油
で
揚
げ
た
り
し

た
食
品

の
総
称

で
あ
る
。
五
香
粉
は
中
華
料
理

の
味
付
け
に
用
い
る

五
種
類

の
香
料
、
す
な
わ
ち
、
山
椒
、
う
い
き

ょ
う
、
八
角
、
桂
皮

と
丁
香

を
粉
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
る
。

　
「葱
油
餅
」
は
、
「油
餅
」
と
ほ
ぼ
同
じ
作
り
方

で
、
さ
ら
に
み
じ

ん
切
り

の
葱
を
入
れ
る
。
小
麦
粉
と
葱

の
香
り
が
混
ざ
り
絶
妙
な
味

が
生
ま
れ
る
。

　
「油
酢
餅
」
は
、
小
麦
粉
を
大
量
の
油
で
こ
ね
て
焼

い
た
パ
イ
で
、

ふ
わ

っ
と
や
わ
ら
か

い
。

　
「厚
鎮
」
は
発
酵
し
た
小
麦
粉
を
こ
ね
て
、
油
な
ど
入
れ
な

い
で

焼
い
た
パ
イ
の
こ
と
で
あ
る
。
丸
く
て
ニ
セ
ン
チ
ほ
ど
の
厚
さ
が
あ
る
。

写真2　 小麦粉で作った正月の神へ

の供え物。「饅頭」の後ろにあるのは

喪のたくさん入った「花巷」(199]年)

 

　
こ
れ
ら
の
麺
類
食
品
の
中
で
准
北
の
人

が
も

っ
と
も
好
ん
で
い
る

の
は
、
「烙
膜
」

で
あ
る
。
丸

い
形
を
し
て
、
直
径
は
お
よ
そ
四
〇

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
り
、
紙
の
よ
う

に
薄

い
。
平
鍋
の
上
で
焼
く
。
ひ

っ
く
り
返
し
が

一
回
で
、

一
枚

の

「烙
鎮
」

は
、
数
十
秒
で
で
き
あ

が
る
。
で
き
た

「烙
鎮
」
は
微
か
な
小
麦
粉

の
甘
味
が
あ

っ
て
、
柔

ら
か
く

て
弾
力
性
も
あ
る
。
そ
の
ま
ま
食

べ
て
も
い
い
し
、
味
噌
を

つ
け
た
り
、
妙
め
た
野
菜
か
卵
を
入
れ
た

り
し
て
巻

い
て
食

べ
て
も

い
い
。
二
枚

の
烙
鎮
の
間
に
野
菜
を
入
れ
、
ふ
ち
を
綴
じ
て
焼

い
た

も
の
を

「菜
合
子
」
と
い
う
。
ま
た
、
胡
麻

を
最
初
か
ら
小
麦
粉
の

中
に
入
れ
て
こ
ね
て
作

っ
た
も

の
を
平
鍋

で
硬
く
焼

い
た
の
を

「干

鎮
」
と
い
う
。
「干
鎮
」
は
ば
り
ば
り
と
口
当
た
り
が
よ
く

て
、
し

か
も
消
化

に
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
解
放
前

に
よ
く
子
供

や
病
人

の
お
や
つ
と
し
て
使
わ
れ
た
そ
う

で
あ
る
。
食

べ
残
し
た

「烙
鎮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ムぼ　

は
水
で
戻
し
て
、
野
菜
と

い
っ
し
ょ
に
妙
め
る
と
、
ま
た
お

い
し
い
。
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「烙
鎮

」
を
作
る
に
は
少
な
く
と
も
二
人
の
共
同
作
業
が
必
要

で

あ
る
。

一
人
が
そ
の
皮
を
作
る
。
も
う

一
人
が
平
鍋

の
火
加
減
を
見

な
が
ら

「烙
膜
」
を
ひ
っ
く
り
返
す

(写
真
3
)
。
田
舎

の
子
供
は
、

学
校
に
入
る
前
に
、
男
女
を
問
わ
ず
、
母
親
の

「烙
鎮
」
作
り
の
手

伝

い
を
す

る
。
八
、
九
歳
に
な
る
と
、
「烙
鎮
」
を
上
手
に
ひ

つ
く

り
返
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
女

の
子
な
ら
、
十
二
、
十
三

歳
に
な
る
と
、
「烙
鎮
」
の
皮
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

准
北
で
は
、
「烙
鎮
」
は

一
人
前

の
主
婦

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
主

要
な
条
件

の

一
つ
で
あ
る
。
村
に
新
し

い
嫁
が
く
る
場
合
、

姑
と
近

隣
の
人
た
ち
は
、
ま
ず
花
嫁
が

「烙
鎮
」
を
作
れ
る
か
ど
う

か
、
ど

れ
ぐ
ら
い
で
き
る
の
か
を
み
る
。
当
然
、
「烙
膜
」
が
下
手

な
嫁
は
、
村
中

の
笑

い
も

の
と
さ
れ
る
。
「烙
鎮
」
は
、
特

に
客
を

写真3　 烙鎮をひっくり返す主婦(1991年)

接
待
す
る
と
き
出
す
主
食
な

の
で
、
上
手

に
で
き
な
い
と

一
家
の
顔
が
立
た
な

い
。

　
「面
筋
湯
」
も
准
北

に
お

け
る
麺
類
食
品
の
絶
品

の

一

つ
で
あ
る
。
「生
麩
」

(地
元

で
は
面
筋
と
呼
ぶ
)
と
千
切

り
の
昆
布
、
妙
め
た
ピ
ー
ナ

ツ
、
卵
と
野
菜
で
作

っ
た
ス

ー
プ
で
あ
る
。
小
麦
粉
を
こ

ね

て
大
き

な
か

た
ま
り

に

し

、

こ

れ

を
水

の
中

で

ゆ

っ
く

り

揉

み

、

澱

粉

質

を

洗

い
落

と

し

た

あ

と

に
残

っ
た

ね

ば

り

強

い
も

の

が

面

筋

で
あ

る

。

昆

布

、

野

菜

、

卵

、

面

筋

、
ピ

ー

ナ

ツ
を

順

に

い
れ

る

。

料

理

の
名

は

ス

ー

プ

で
あ

る

が

、

実

際

は

ど

ろ
ど

ろ

し

た

も

の

で
、

一
口
食

べ

る
と

、

す

ぐ

そ

の
絶

妙

な
味

と

歯

ざ

わ

り

の
と

り

こ

に

な

り

そ
う

な

感

じ

で

あ

る

。

　

こ

の

よ
う

に

、
准

北

の
小

麦

は

い

ろ

い
ろ

な

食

べ
物

に

変

身

し

て

、

味

・
形

の

バ

リ

エ
ー

シ

ョ

ン
を

作

り

だ

し

、

人

々

の
食

卓

を

飾

り

、

人

々

の
生

活

に

潤

い
を

与

え

て

い
る

。

三

年
中
行
事

・
冠
婚
葬
祭

・
こ
と
わ
ざ

か
ら
み
る
麺
類
食
品

　
准
北
で
は
、
麺
類
食
品
は
彼
ら
の
日
常
の
食
生
活
を
支
え
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
年
中
行
事

や
人
生

の
通
過
儀
礼

に
お

い
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
旧
暦

の
お
正
月
が
来

る
前

に
、
「饅
頭
」
を
大
量
に
作

っ
て
お
く
習
慣
が
あ
る
。
い
つ
も

の
小
麦
粉

の
ほ
か
に
、
と
う
も
ろ

こ
し
、
高
梁
、
碗
豆
な
ど
の
粉
も
用
い
る
。
准
北

の
年
越
し
は
旧
暦

の

一
月
の

一
日
か
ら

一
五
日
ま

で
な

の
で
、
「饅
頭
」
も
お
正
月
の

一
日
か
ら

一
五
日
ま
で

一
家
が
食

べ
る
分
を
用
意
す
る
。
も
し

一
人

が

一
日

「饅
頭
」
を
四
個
食

べ
る
と
す
れ
ば
、
四
人
家
族
の
場
合
、

半
月
で
二
四
〇
個
の

「饅
頭
」
が
必
要
と
な

る
。
来
客
の
分
を
含
め

て
三
〇
〇
個
ぐ
ら

い
は
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。残

っ
た
「饅
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頭
」
は
、
当
然
硬
く
な

っ
て
食

べ
に
く

い
が
、
蒸
し
な
お
す
と
ま
た

柔
ら
か
く
な

っ
て
、
お

い
し
く
食

べ
ら
れ
る
。

　
准
北

の
人
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

一
見

「不
合
理
」
に
さ
え
見
え

る
こ
と
を
や
る
の
だ
ろ
う
か
?

　
お
正
月
の

「饅
頭
」
の
数
は
、
そ
の

一
家
の
富
、
来
る

一
年

の
運

命
を
象

徴
す
る
も
の
と
さ
れ
、
数
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
、
長
く
食

べ
れ
ば
食
べ
る
ほ
ど
い
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
風
習
を
守
ら
な
い

家
は
、

「な
ん
と
暮
ら
し

の
立
て
方
が
ま
ず

い
家
だ

ろ
う
。
饅
頭
を

ほ
ん
の
少
し
し
か
作

っ
て
い
な
い
な
ん
て
」
と
、
村
人
に
笑
わ
れ
る
。

　
「饅
頭
」
は
人
間
が
食

べ
る
ほ
か
、
神
に
も
供
え
る

(写
真

2
)
。

神
様

へ
の
供
え
物

の
印
と
し
て
、
通
常

「饅
頭
」
の
表

に
五

つ
の
赤

い
点
を

つ
け
る
。

　
旧
暦

の

一
月
十
五
日
は
、
上
元
節
、
ま
た
は
元
宵
節
と
も

い
っ
て
、

漢
民
族

の
伝
統
的
な
年
中
行
事

で
あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
こ

の
風
習
は
東
漢

の
永
楽
年
間

(紀
元
五
八
-
七
五
年
)
に
、
明
帝
が

仏
教
を
提
唱
す
る
た
め
に
、
上
元
の
夜
、
宮
廷
や
寺
院
の
中
で
灯
籠

を
か
け

て
仏
を
表
し
、
ま
た
、
さ
ら
に
官
僚
や
庶
民
に
も
戸
ご
と
に

灯
籠

(紙
で
作

っ
た
)
を
か
け
る
よ
う
命
令
し
た
こ
と
か
ら
始
め
ら

　
　
　
　
　
　
ムお
　

れ
た
そ
う
で
あ
る
。
今
で
も
、
漢
民
族

の
間
で
は
、
戸
ご
と
に
各
種

の
灯
籠

を
か
け
て
祝
う
習
慣
が
残

っ
て
い
る
。

　
准
北

で
は
、
元
宵
節
を
祝
う
に
は
、
紙

で
作

っ
た
灯
籠
を
か
け
る

ほ
か
に
、
「面
灯
」
を
作
る
風
習
が
あ
る
。
「面
灯
」
は
小
麦
粉
を
蒸

し
て
作

っ
た
灯
籠
の
こ
と
で
あ
る
。
円
柱
の
形
を
し
た
六
セ
ン
チ
あ

ま
り
の
高
さ
の
も
の
で
、
上
端
は
下
端
よ
り
幅
が
あ
る
。

　
「面
灯
」
を
作

る
の
は
、
主
婦
た
ち

の
仕
事

で
あ
る
。
当
日
の
午

後
か
ら
、
小
麦
粉
を
こ
ね
て

「面
灯
」

の
形
を
作
り
、
蒸
籠
に
の
せ

て
蒸
す
。
そ
れ
か
ら
、
綿
花
を
よ

っ
て
高
梁
が
ら
と
い
っ
し
ょ
に
灯

心
を
作
り
、
で
き
た

「面
灯
」
の
真
中
に
指

し
こ
ん
で
綿
油
を
注
ぎ
、

仕
上
げ
る
。
日
が
暮
れ
る
と
、
子
供
た
ち
は
さ

っ
そ
く
母
親
の
作

っ

た

「面
灯
」
を
手

に
し
て
、
外
に
出
、
仲
間
た
ち
と
会

っ
て
、
お
互

い
に
手
作
り

の

「面
灯
」
を
評
価
し
た
り
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
た
り
す

る
。

　
子
供
や
男
た
ち
が
外
で
は
し
ゃ
い
で
い
る
間
に
、
主
婦
た
ち
は
、

台
所
や
お
金
を
入
れ
る
箪
笥
、
穀
物
囲
い

(田
舎
で
穀
物
を
貯
蔵
す

る
た
め
に
蒲
で
囲

っ
た
も

の
)
、
家
畜
小
屋

、
ベ
ッ
ド
の
下
、
壁

の

隅
な
ど
の
場
所

に
そ
れ
ぞ
れ

一
個
の

「
面
灯
」
を
置
く
。
こ
う
し
て

家

の
外
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
家
の
な
か
も

一
遍
に
明
る
く
な
る
。

こ
う
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
邪
気
を
払

い
毒
虫
を
防
ぐ
と

い
う
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら

の
行
事

の
あ
と
夕
食
が
始
ま
る
。
町
の
住
民
な
ら
、
店
か

ら

「元
宵
」

(胡
麻

・
く
る
み

・
さ
ん
ざ
し

な
ど
の
館
入
り
団
子
)

を
買

っ
て
き

て
食

べ
る
の
に
対
し
て
、
准
北

の
農
民
は
、
自
分
た
ち

で
も
ち
あ
わ
や
胡
麻
、
砂
糖
で
作

っ
た

「土
元
宵
」
(田
舎

の
元
宵
)

を
食

べ
る
。
こ
の
日
の
夕
食

で
は
、
村
人
は

「
土
元
宵
」
の
ほ
か
に

「面
灯
」
も
食
べ
る
。
子
供
た
ち
の
遊
ん
だ

「面
灯
」
、
供
え
物
と
し

て
使

っ
た

「
面
灯
」
は
特

に
お

い
し
い
と

い
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
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う
と
、
綿
油
を
燃
や
し
た
あ
と
の

「面
灯
」
は
黄
色
く
焦
げ
て
、
綿

油
の
香

と
小
麦
粉

の
香
か
ら
さ
ら
に
妙
な
る
香
り
を
作
り
出
す
か
ら

で
あ
る
。

　
旧
暦

の
七
月
十
五
日
は
、
曲豆
作
を
祈
願
す
る
た
め
に
お
天
道
さ
ま

に
供
え
物
を
す
る
行
事
を
行
な
う
日
で
あ
る
。
主
婦
は
、
家
の
庭

の

中
に
テ
ー
ブ
ル
を
用
意
し
て
、
そ
こ
に
小
麦
や

「饅
頭
」、
「花
巻
」
、

果
物
な
ど
を
お
く
。

　
小
麦

や
麺
類
食
品
は
年
中
行
事

の
ほ
か
に
、
人
生

の
通
過
儀
礼
に

お

い
て
も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
准
北
で

は
、
初
め

て
の
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら

一
ヵ
月
が
経

つ
と
、
「送
祝
米
」

写真4　 初めての子供の誕生を祝う「送祝米」とい

う儀式。贈り物に小麦が使われる(1991年)

と

い
う
儀

式

を
行

な

い
、
子
供

の
誕
生
を
盛

大

に
祝
う
。
子
供
の
母

親

の
実
家
お
よ
び
そ
の

父
系
親
族
た
ち
、
子
供

の
祖
母

の
実
家
、
子
供

の
父
方

の
父
系
親
族
集

団
か
ら
婚
出
し
た
女
性

た
ち
な
ど
が
子
供
の
父

親
の
実
家
に
贈
り
物
を

す
る
の
で
あ
る
。
儀
式

の
名
は
、

「送
祝
米
」

と
な

っ
て
い
る
が
、
実

際
に
は
こ
こ
で
は
米
が
と
れ
な
い
の
で
、
小
麦
、
卵
、
砂
糖
、
布
な

ど
が
贈
り
物
と
さ
れ
る
。

[写
真

4
]
に
出

て
い
る
も
の
は
、
す
べ

て
子
供

の
母
親

の
実
家
及
び
そ
の
父
系
親
族

か
ら

の
贈
り
物

で
あ

る
。
柳

の
枝
で
編
ん
だ
か
ご
は

一
つ
の
家
族

を
代
表
す
る
。
そ
の
中

に
は

一
様

に
小
麦
や
砂
糖
、
卵
が
入
れ
て
あ
る
。
写
真
右
上
の
赤
色

の
籠
は
、
母
親

の
実
家
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
。
す
べ
て
の
贈
り
物

の
中

で
も

っ
と
も
量
が
多
く

て
し
か
も
豪
華

だ
と
さ
れ
る
。
赤
色

の

籠
は
直
径
お
よ
そ

一
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
四
層
か
ら
な

っ
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
砂
糖
や
卵
、
小
麦
、
子
供
服
が
入
れ
て
あ
る
。
そ
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ムけ　

に
玩
具
や
子
供
用

の
車
、
ベ
ッ
ド
も
贈
ら
れ
る
。

　
子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
数

ヵ
月
が
経

つ
と
、
種
痘
を
す
る
。
種

痘
を
し
た
子
供
が
無
事
か
ど
う
か
、
母
親

の
兄
弟
姉
妹
や
父
親
の
姉

妹
が
見
舞

い
に
く
る
。
准
北
で
は
こ
れ
を

「
礁
花
」
と

い
う
。
「礁
花
」

の
人
は
通
常
、
大
量
の

「饅
頭
」
や

「烙
鎮

」
な
ど
を
持

っ
て
来
て

子
供

の
親

に
贈
る
。
と
く
に

「烙
鎮
」
は
、
焼
い
た
薄

い
パ
イ
な

の

で
、
種
痘

の
跡
が
化
膿
し
な

い
で
早
く

「烙

鎮
」
の
よ
う

に
固
ま
る

よ
う
に
と
い
う
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
「礁
花
」

の
と
き
は

「饅
頭
」
よ
り

「烙
鎮
」
を
多
く
贈
り
、

一
家
か
ら
五
、

六
〇
枚
も
贈
る
の
で
あ
る
。

　
准
北
は
、
昔
か
ら
こ
と
わ
ざ

や

「激
后
語
」、
民
謡
な
ど

の
口
頭

伝
承
が
非
常
に
発
達
し
た
地
域
で
あ
る
。

「激
后
語
」
と
は
、
し

ゃ

れ
言
葉

の

一
種
で
、
い
い
た
い
事

や
物
を
直
接
言
わ
ず
に
他
の
言
葉

で
暗
示
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
口
頭
伝
承
に
も
、
小
麦
と
麺
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類

食

品

が

よ

く

出

て
く

る
。

た

と

え

ば

、

「鍋
不
熱
、
餅
不
算
」

　
鍋

が
熱
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
パ
イ
は
そ
れ
に
つ
か
な

い
。
↓
必

　
須

条
件
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
、
物
事
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
無

　
理

で
あ
る
。

「包
子
好
吃
不
在
摺
上
」

　
館

入
り

「饅
頭
」
の
お
い
し
さ
は
そ
の
ひ
だ
か
ら
で
た
の
で
は

　
な

い
。
↓
物
事

の
本
質
を
見
る
場
合
、
表
で
は
な
く
そ
の
中
を

　
見

る
べ
き
で
あ
る
。

「麦
伯
胎
里
旱
、
人
伯
老
来
窮
」

　
成

長
期
の
小
麦
に
と

っ
て
水
不
足
が
恐
ろ
し

い
こ
と
で
あ
る
よ

　
う

に
、
年
を
と

っ
た
人
間
に
と

っ
て
は
、
貧
困

で
あ
る
こ
と
が

　

一
番
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

「人
家
碗
里
的
饅
頭
大
」

　
他

人
の
食
碗

の

「饅
頭
」
は
大
き

い
。
↓
人

の
飯
は
白

い
。

「回
炉
的
焼
餅
不
香
」

　
焼

き
な
お
し
た
パ
イ
は
お
い
し
く
な
い
。
↓
や
り
直
し
は
き
か

　
な

い
。

「吃

人
家
噛
過
的
鎮
不
香
」

　
他

人
が
か
じ

っ
た
あ
と

の
饅
頭
は
お
い
し
く
な

い
。
↓
真
似
事

　
に
は
面
白
味
が
な

い
。

「出
了
籠
的
饅
頭
　
　
慢
慢
涼
起
来
了
」

　
蒸
籠
か
ら
下
ろ
さ
れ
た
饅
頭
　
　
だ

ん
だ
ん
と
冷
た
く
な

っ
て

　
く
る
。

「隔
夜
的
焼
餅
　
　
又
回
潮
了
」

　

一
晩
過
ぎ
た
パ
イ
　
　
湿
気
た
。
「湿
気
た
」

の
中
国
語
の
発

　
音
は

「
蘇
る
」
の
中
国
語
の
発
音
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が

っ

　
て
、
こ
の

「激
后
語
」
の
本
当

の
意

味
は
、
消
え
た
古

い
事
柄

　
や
慣
習
が
再
び
出
現
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
文
化
大
革
命

の

　
十
年
間
、
「
回
潮
」
は
よ
く
使
わ
れ
て

い
た
。

「麦
糠
里
搾
油
　
　
収
益
小
」

　
麦
糠
か
ら
搾
油
す
る
　
　
利
益
が
少

な
い
。

「打
出
来
的
娘
婦
、
號
出
来
的
面
」

　
う
ど
ん
粉
は
力
を
入
れ
て
こ
ね
ば
こ
ね
る
ほ
ど
美
味
し
く
な
る

　
よ
う
に
、
嫁
は
殴
れ
ば
殴
る
ほ
ど

一
人
前
の
嫁
に
な
り
、
手
を

　
加
え
な
い
と
成
長
し
な
い
。
解
放
前

の
こ
と
わ
ざ

で
、
当
時

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ムあ　

　
婚
家
に
お
け
る
嫁

の
修
行

の
厳
し
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
小
麦
は
長
い
間
、
准

北
地
域
の
食
生
活
の
中

で

主
役
と
し
て
活
躍
し
、
年
中
行
事
や
人
生

の
通
過
儀
礼
を
支
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
民
衆
の
口
頭
伝
承
と
彼
ら

の
精
神
世
界
に
お

い
て
も

重
要
な
素
材
と
な

っ
て
い
る
。

　
准
北
の
民
衆
生
活
に
お
け
る
小
麦
の
意

味
合

い
は
こ
れ
か
ら
ど
う

変
わ

っ
て
い
く
の
か
?
　
現
在
、
都
市
化

・
市
場
経
済

の
波
は
伝
統

的
な
衣

・
食
生
活

に
変
化
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
准
北
の
都
市
部
で
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は
住
民

の
米
消
費
が
以
前
よ
り
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
地
域
と

同
じ
よ
う
に
、
四
川
料
理
、
広
東
料
理
、
北
京
料
理
な
ど
が
あ
ふ
れ
、

地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
主
な
メ
ニ
ュ
ー
と
な

っ
て
人
気
を
集
め
て
い

る
。
食

生
活
の
均
質
化
が
見
ら
れ
る

一
方
で
、
さ
ら
に
地
元
の
特
色

を
求
め

る

ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

「油
酢
餅

」
や

「葱
油
餅
」
な
ど

の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
家
庭
料
理

で
あ

っ
た
も
の
が
、
現
在
、
地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も

の
ぼ
っ
て
い
る
。
准
北
の
固
鎮
県
湖
溝
鎮

の
鎮
長
と
そ
こ
の
幹
部
た

ち
は
、
「油
酢
餅
」

の
よ
う
な
地
元
の
麺
類
食
品
を
他

の
地
域

へ
販

売
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
目
下
、
「油
酔
餅
」
を
包
装
す
る
た

め
の
真

空
パ

ッ
ク
技
術
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
「真
空

パ
ッ
ク

の
問
題

が
解
決
で
き
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
特
産
の
麺
類
を
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
出
荷
し
て
遠
方

で
も
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
」
と
、

幹
部
た
ち
は
准
北

の
麺
類
食
品
に
対
す
る
開
発
意
欲
を
み
せ
た
。

結

び

　
准
北

地
域
に
お
け
る
人
類
学

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
会

っ
た

「衣

・
食
」
民
俗
を
通
し
て
、
民
俗

の
面
白

さ
と
奥
深
さ
を
も
う

一

度
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。

　
ま
ず

、
あ
る
人
間
集
団
の
生
活
様
式

の
全
体
で
あ
る
文
化
に
対
し

て
、
民

俗
は
そ

の
集
団
の
生
活
様
式
の

一
部
で
あ
り
、
し
か
も
他

の

集
団
と

比
べ
て
独
自
性
を
持

つ

一
部
で
あ
る
。准
北
地
域
で
み
た
「毛

窩
子
」
と
曲豆
富
な
麺
類
食
品
は
、
同
じ
漢
民
族
の
他

の
地
域
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
し
た
が

っ
て
、
准
北
の
民
俗
と
い

え
る
の
で
あ
る
。

　
民
俗
は
、
地
元
の
人
々
が
長

い
間
環
境
に
適
応
し
て
き
た
結
果
で

あ
り
、
彼
ら
の
知
恵
の
結
晶
で
あ
り
、
彼
ら

の
歴
史
を
語
り
、
彼
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
も

の
で
も
あ
る
。

　
民
俗
は
、
歴
史
の
化
石
で
は
な
く
、
時
代

に
適
応
し
て
常
に
変
化

す
る
も
の
で
あ
る
。
民
俗
は
集
合
的
で
、
意
識
さ
れ
な
い
性
格
を
有

す
る
も
の
と

い
う
よ
り
、

つ
ね
に
人
間
に
意
識
さ
れ
、
操
作
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
と

い
っ
た
ほ
う
が
妥
当
だ
と
思
う
。
オ
ラ
ン
ダ
に

お
け
る
木
の
靴

の
商
品
化

・
観
光
化
、
准
北
平
原

の
固
鎮
県
湖
溝
鎮

に
お
け
る
伝
統
的
麺
類
食
品

の
開
発
は
、
民
俗
を
操
作
す
る
人

々
の

能
動
性
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
。

　
実
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
木
の
靴
の
商
品
化

・
観
光
化
、
准
北
平

原

の
面
類
食
品

の
商
品
化
と
、
私
の
調
査

の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る

宗
族

・
贈
答
儀
礼
な
ど

の
伝
統
的
社
会
組
織
と
文
化

の
復
活
と
の
間

に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
伝
統
文
化
に
対
す
る
人
間
の
操

作
、
人
間
の
能
動
性
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
私
は
社
会
主
義
集
団
化
と
数
多

く
の
革
命
運
動
が
、
宗
族
を
め
ぐ
る
諸
制
度
を
封
建
制
度
と
し
て
否

定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
統
的
社
会
組
織
と
文
化
の
中
核
と
な

る
部
分
を
消
滅

で
き
な
か

っ
た
た
め
に
、
革
命
下
の
中
国
と
伝
統
社

会

の
間
に
は

っ
き
り
し
た
連
続
性
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
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た
。
特

に
人
民
公
社
が
解
散
し
、
政
府

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
弱
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

っ
て
か
ら
は
、
農
民
た
ち
は

「族
譜
」
を
作
り
な
お
し
た
り
、
祖
先

の
お
墓

の
石
碑
を
経
て
な
お
し
た
り
し
て
、
大
規
模
な
祖
先
祭
祀
を

行
な
い
、
そ
れ
に
よ

っ
て
父
系
血
縁
関
係
者
同
士

の
つ
な
が
り
を
強

化
し
て

い
る
。

一
方
、
年
中
行
事
や
通
過
儀
礼
に
お
け
る
姻
戚
同
士

の
贈
答
儀
礼
も
従
来
よ
り
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
宗
族
や
姻
戚
の
間

の
贈
答
儀
礼
は
伝
統
的

な
集
団
、
伝
統
的
な
慣
習
だ
か
ら
、
農
民
た
ち
が
無
条
件
に
そ
れ
ら

を
守

ろ
う
と
し
て
き
た
の
で
は
な

い
と
い
う
点

で
あ
る
。
む
し
ろ
宗

族
や
姻
戚

の
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
労
働
援
助
、
資
金
調
達
、
就

学
、
就
職
、
ビ
ジ
ネ
ス
及
び
村
落
権
力
闘
争
な
ど
の
面
で
よ
く
機
能

し
て
い
て
、
農
民
た
ち
に
と

っ
て
安
全
な
生
活
を
保
障
で
き
る
制
度

の

一
つ
で
あ
り
、
経
済
発
展
の
装
置
と
し
て
利
用
価
値
が
あ
る
が
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ムレ
　

え
に
再
興
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
要
す

る
に
、社
会
主
義
国
家

の
枠
組
み
の
中
に
い
る
農
民
た
ち
は
、

い
つ
も
中
央
政
府

に
服
従
す
る
受
け
身
的
存
在

で
は
な
く
、
主
体
性

を
持
ち
、
常
に
伝
統
的
社
会
構
造
と
伝
統
的
文
化

に
知
恵
を
求
め
新

し
い
環
境
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
現
在

の
宗
族
と
伝
統
儀
礼
の

復
活
は
、
農
民
た
ち
の
新
し
い
環
境
に
お
け
る
選
択
と
戦
略
と
い
え

よ
う
。

　
今
の
世

の
中
は
、
人

・
情
報

・
金

の
流
動
が
激
し
い
た
め
、
衣

・

食

・
住

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
。
文
化
は
す
で
に
共
同
体

や
民
族

、
国
の
境
界
を
越
え
て
享
受
さ
れ
て
い
る
。
准
北
の
人
も
、

今

は
コ
カ
コ
ー
ラ
を
飲
み
、
ナ
イ
キ
の
ス

ニ
ー
カ
ー
を
履
き
、
「北

国
の
春
」
を
歌
い
、
「タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
を
見

て
感
動
す
る
。
グ
ロ
ー

バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
伝
統
的

「衣

・
食
」
民
俗
を
風
化
さ

せ
る

一
方
、
地
方
色
を
求
め
、
民
俗
を
強
め

る
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
も
同
時

に
進
行
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
民
俗
は
家
庭
料
理
の

商
品
化
や
観
光
な
ど

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
再
構
築
さ
れ
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
は
地
域

の
問

題
を
排
除
し
な

い
ば
か

り
か
、
地
域
性
は
む
し
ろ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
過
程

で
立
ち
上
が

っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ムほ　

い
く
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

　
し
た
が

っ
て
、
民
俗
を
静
態
で
は
な
く
、
動
態

の
中
で
、
現
代
の

人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
と
結
び

つ
け
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

民
俗
学
の
中
で
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
動
き
が
出

て
い
る
。
た
と
え

ば
、
中
国
で
は

「
民
俗
学
は
た
だ
歴
史
を
説

明
す
る
学
問

で
は
な
く
、

現
代
社
会

の
な
か
で
も
、
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と
い
う

実
用
学

へ
の
動
き
も
目
立

っ
て
い
る
…
…

(中
略
)
…
…
経
済
改
革

に
応
じ
て
商
品
経
済

の
中
に
民
俗
心
理
や
民
俗
審
美
観
の
実
用
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ムリ
　

を
持

つ
必
要
性
を
論
ず
る
文
章
が
多
く
現
れ
た
」
。
ま
た
、
「
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
は
、
モ
ダ
ン

・
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
が
都
市
民
俗
学

の
領
域

を
含
め
て
発
達
し
て
い
る
。
民
俗
は
過
去
の
も

の
で
は
な
く
、
現
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ムね
　

社
会
の
反
映

で
あ
る
と

い
う
視
点
が
定
立
し
た
」
。

　
日
本
に
お
い
て
も
、
ム
ラ
偏
重

の
方
向

に
対
し
て
、

マ
チ
場
の
民

俗
を
再
発
見
す
る
気
運
が
強
ま

っ
て
き
た
。
従
来
な
る
べ
く
調
査
研

究
を
避
け
よ
う
と
し
て
き
た
、
都
市
民
俗
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
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ヘカ　

て
き
た

の
で
あ
る
。

　
人
類
学
も

こ
れ
ま
で
十
分
な
注
意
を
払
わ
な
か

っ
た
民
俗
に
も

っ

と
注
意
を
注
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
民
俗
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
と

ら
え
、
時
代

に
よ
る
民
俗
の
変
化
、
民
俗
と
他

の
物
質
生
活

・
精
神

生
活
と

の
か
か
わ
り
、
民
俗
を
操
作
す
る
主
体

で
あ
る
人
間
側
の
動

機
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
み
る
こ
と
で
あ
る
。
民
俗
を
歴
史
の
文

脈
だ
け

で
は
な
く
、
現
代
の
社
会

・
文
化

・
政
治

・
経
済
な
ど
の
コ

ン
テ
キ

ス
ト
の
中
に
、
都
市
化

・
情
報
化
過
程

の
中
に
入
れ
て
考
え

る
べ
き

で
あ
る
。
民
俗
は
こ
れ
か
ら
の
人
類
学

に
と

っ
て
文
化
の
変

化
と
持
続
を
解
明
す
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
り
、
人
類
学
の
重
要

な
課
題

の

一
つ
と
な
ろ
う
。

注〈
1
>　

中

国

で
は

「
里
」

は
距

離

の
単
位

で
あ

る
。

一
里
は

五
〇

〇

メ

　
ー
ト

ル
に
あ

た

る
。

〈
2
>　

宮

田
登

「
民

俗
学

」

石
川
栄

吉

・
梅
悼

忠

生

・
大

林
太

良

ら
編

　
『文

化
人

類
学

辞
典

』

弘
文

堂
、

一
九

八
七

年
、

七

五
四
頁

。

〈
3
>　

鳥

丙
安

『中

国
民

俗
学

』
遼

寧
大

学

出
版
社

、

一
九

八

五
年

、

　
四
頁
。

〈
4
>
　

何

彬

「
中

国
本
土

に
お
け

る
民
俗

学

の
現

状
」

『文
化

人
類

学
』

　
八

、

ア
カ

デ
ミ

ア
出
版

会

、

一
九

九

〇
年

、

一
七
八

頁
。

〈
5
>　

人

類
学

と

い
う
表

現

に
は

、
ド

イ

ツ

・
オ
ー

ス
ト

リ

ア
の
狭

義

　
の
用
法

と
英

米
流

の
広

義

の
用
法

の
二

つ
が
あ

る
。

狭
義

の
用
法

は

自

然

(形
質

)
人

類
学

の
み
を
指

す

が
、
広

義

の
人
類

学

は
、
人

間

　
に

つ

い
て
の
総
合

的
研

究

と
し

て
、
自

然

(体
質

)
人

類
学

、
考

古

学

と
文

化

人
類
学

(イ

ギ

リ

ス
の
場
合

)
、
あ

る

い
は
社

会
人

類
学

(
ア

　
メ

リ
カ

の
場

合
)

か

ら
な

っ
て

い
る
。
ド

イ

ツ
、

オ
ー

ス
ト

リ

ァ
で

　
は

ア
メ
リ

カ

の
文

化

人
類
学

に
相

当

す

る
言

葉

と
し

て
民
族

学

が
あ

　
る
。
本

論
文

に
出

て

い
る
人
類
学

は
文

化

人
類
学

の
略

称

と
し

て
使

　
用

し

て

い
る
。

〈
6
>
　

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
は
、

野
外

調
査

、
あ

る

い
は
現

地
調
査

と

も

翻
訳

さ

れ

て
お
り

、
人
類

学

の
基
本

的
研

究
方

法

で
あ

る
。

こ
れ

は
も
と

も

と
人
類

学

の
用
語

で
あ

っ
た
が

、
現
在

一
般

用
語

と

し

て
、

広

く
民

俗
学

や

マ
ス

コ
ミ
な
ど

の
分

野

で
も

使

わ
れ

て

い
る
。
本

格

的

な

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
の
方
法

は

、
社
会

人
類

学

の
父

と
よ
ば

れ

　
る

ポ

ー

ラ

ン
ド

出

身

の

マ
リ

ノ

フ
ス

キ

i

(ou
・
ζ
①
=
口
o
≦
ω
臨
)

に

　
よ

っ
て
始

め
ら

れ
た
も

の
で
あ

る
。

マ
リ
ノ

フ
ス
キ

i
以
前

に
も

民

族

学

の
調
査

は
行

な

わ
れ

て

い
た
が

、
彼

に
よ

っ
て

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ

　
ー

ク

の
水
準

が
飛

躍
的

に
高

ま

っ
た

。

　
　

マ
リ

ノ

フ
ス
キ
ー

は
、
第

一
次

世
界

大
戦

中

、

メ
ラ
ネ

シ

ア

の

ニ

　

ュ
ー
ギ

ニ
ア
東
部

の
ト

ロ
ブ

リ
ア

ン
ド
諸
島

に
お
け

る
調
査

で
、
参

与

観
察

の
方

法
を

用

い
て
、

つ
ま

り

、
調
査

対
象

と

な

っ
て

い
る
社

会

の
中

で
暮

ら

し
、
人

々
の
社
会

生
活

に
関
す

る

デ
ー
タ

を
、
地

元

　
の
人

々
と
自

然

な
交
際

を
行

な
う

過
程

の
中

で
収

集

し

て

い
た

。
以

後

、
人

類
学

で
は
、

こ
う

し
た
長

期

間

(少

な

く
と
も

一
年

か

ら

二

年

)

に
わ

た

る
参

与
観

察
法

が

民
族
資

料
収

集

に
不

可
欠

の
も

の
と

考

え

ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
参

与
観

察
を

十

分

に
行

な

う

に
は
、

一
年

か
ら

二
年

間

の
現
地

調
査

が
必
要

で
あ

る
と
考
え

た
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の
は
、

ま
ず

人

々

の
生

活

の
全
体

の
リ
ズ

ム
を

知

る
た

め
に

は
、
少

　
な

く
と

も

一
年

の
サ

イ
ク

ル
を
必

要

と
す

る
か

ら

で
あ

る
。
ま

た
、

非

調
査
者

が

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

カ

ー
を
自
然

に
受

け

入
れ

る

よ
う

に

な

る
ま

で

に
も
時

間

が
か

か
る

。
さ

ら

に
外

国

で
調
査

を
行

な

う
場

合

、
調
査

対
象

で
あ

る
社
会

の
言

語

を

マ
ス
タ
ー

し

て
、

そ

れ
を
現

地

で
自

由

に
使

え

る
よ

う

に
な

る

ま

で
相

当

な

期

間

が

必
要

で
あ

　

る
。

〈
7
>

菊
。
σ
窪

山
二

§

ミ
討
喜

b
跨
嚇庶§
9
這

駄

9

§
§

勉
§

O
ミ
ミ
ミ

　
詠
ミ
討
§

ミ
。讐
.
○
「Φ
①
口
芝
o
o
負

一
り
⑩
一
も

]

卜。
①
.

〈
8
>
　

宗

族

は

ぎ

Φ
品
Φ
の

こ
と

で
、

中

国

に
お

い
て
は
共

通

の
祖

先

を
持

つ
父
系
血

縁
集

団

で
あ

り

、
外
婚

単
位

で
あ

る
。
同

じ
宗
族

の

　
人

々
は

冠
婚
葬

祭

ご
と

に
共

同

で
祖
先

を
祭

り

、
血

縁
集

団
と

し

て

　

の
ア
イ

デ

ン

テ
ィ
テ

ィ
を
確

か

め
合
う

。

〈
9
>　

薫
県

地
方

志
編

纂
委

員

会

『
薫
県

志
』
中
国

人
民

大
学

出
版

社
、

　

一
九

八
九

年

、

一
頁
。

〈
10
>　

単

一
宗
族

村

は
、
安

徽

省
北

部

だ
け

で
は

な
く

、
華

中

や
東

南

部

に
お

い
て
も

よ

く
見

ら
れ

る
。

M

・
フ
リ

ー
ド

マ
ン
著

『東
南

中

国

の
宗
族

組
織

』

(弘
文

堂

、

一
九
九

一
年

)
を
参

照

。

〈
11
>　

薫
県

地
方

志

編
纂
委

員

会
、

前
掲

書

、
五

四

五
頁
。

〈
12
>　

徐
金

星

「
烙
鎮

」

『梯
暁

報
』

一
九

八

八
年

四
月

十

四
日

。

〈
13
>　

葉
大

兵

・
烏

丙
安

『中

国
風

俗
辞

典
』

上
海

辞
書

出
版

社

、

一

九
九

〇
年

、

一
六

頁
。

〈
14
>
　

韓
敏

「
現

代
中

国

の
農
村

社

会

に
お
け

る

贈
答

儀

礼

」

『
日
中

文
化

研
究

』

二
、

勉
誠
社

、

一
九

九

一
年

、

二
二
七
頁

。

〈
15
V
　

以

上

の

こ
と

わ

ざ

と

激

后

語

に

つ

い
て

は
、

王

華

朗

・
杜

明

達

・
張

英
和

等

編
集

『薫

県

民

間
文

学

集
成

』

(薫

県
民

間

文

学
集

成

弁

公
室

出
版

、

一
九

八
九
年

)
を
参

照

。

〈
16
>　

「
族

譜
」

は
宗

族

の
発

生

・
発

展

の
歴

史
、

祖

先

た
ち

の
墓
、

創

始

者
か

ら
現
在

の

メ
ン
バ

ー
ま

で

の
関

係
な

ど
を

記
録

す

る
も

の

　
で
あ

る
。

〈
17
>　

韓
敏

「
宗

族

の
再
興

」
曽

士
才

・
西

澤
治
彦

・
瀬
川

昌
久

編
集

　

『
ア
ジ

ア
読

本

　
中

国
』
、

一
九

九

五
年

、

八

四
頁
。

〈
B
>　

山
下
晋

司

「
観

光
す

る
人

々
、
観

光

が
作

り
出

す
文
化

」

青
木

保

ら

編

『岩

波
講

座
　

文
化

人

類
学

　
第

七
巻
　

移

動

の
民
族

誌
』

岩

波

書
店

、

一
九
九

六
年

、

二
四
頁

。

〈
19
>
　

何
彬

、
前
掲

論

文
、

一
八

二
頁

。

〈
20
>
　

宮

田
登
、
前

掲

論
文

、
七

五

四
頁
。

〈
21
>
　

宮

田
登

「
民
俗

研
究

の
課

題
」
福

田

ア
ジ

オ

・
宮

田
登
編

『
日

本

民

俗
学

概
論

』

吉

川
弘
文

堂

、

一
九

八
三
年

、

二

七

ニ
ー
二

七
三

　
頁

。

※
文
中
の
写
真
は
す
べ
て
、
安
徽
省
薫
県
馬
井
区
李
家
楼
村
に
て
筆
者

　
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
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